
机の使い方

作品概要

1．変形 2． どこでも使える

3． 目線の違い 4． ひっかけ棚

　新型コロナウイルスによって、テレワークが推奨されるようになった。
テレワークは、オフィスで仕事をするという固定概念を覆した。これは
ワーケーションなどにも言え、自宅やオフィスという場所にとらわれず
にどこでも作業することこそがニューノーマルであると考えた。
 
　仕事をするためという１つの機能だけでなく、ベンチや子どもが工作
やお絵描きをする机、ガーデンテーブル、道路空間活用の社会実験など
様々な用途に合わせて組み替えることができる机を提案する。この机は
持ち運ぶことができるため、家の中に限らずオフィスや庭など、どこで
も自由に置くことができる｡さらに、板をボックスにひっかけることで
本や観葉植物などを置ける棚として機能する。

ボックスを組合せて目線の違いを生み出す

350×700のボックスは持ち運びが
でき、室内外関わらずどこでも使える

好きなところにひっかけて棚として
フレキシブルな使い方ができる

ボックスを開くことで広い机やベンチなど用途
に合わせて形を変えることができる

どこでも使える　　　　

　       変形ボックス
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複数ユニットの組み合わせ方法
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必要部材

Step1
天板を持ち上げる

Step2
頬づえを開き、天板を支える 完成

天板の展開方法

上にのせ、ダボにより 2つのユニットを固定する展開方法の異なる 2つのユニットを用意する 完成


